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介護ウェーブ推進ニュース介護ウェーブ推進ニュースSTOP！STOP！介護崩壊介護崩壊

－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－－介護ウェーブの ”Big Wave” をおこそう！－

09年改定に向けて、自治体への働きかけを具体化し取り組みを強めよう！
12月26日に諮問（答申）の予定 ③
○ 社会保障審議会介護給付費分科会（第６２回）が開催（2008年12月12日）

「平成21年度介護報酬改定に関する審議報告（案 」で2012年改定に向けた方向性が明示）
厚労省から提案された「平成 年度介21

護報酬改定に関する審議報告（案 」に、）

今改定の積み残し事項として、 年の2012
診療報酬と介護報酬の同時改定を展望し

た「今後の方向性」が明示されました。

具体的には 「次期の介護報酬の改定に、

向かって、介護保険制度の持続可能性と

いう視点とともに、サービス供給体制の

計画的整備、介護人材の計画的養成・確

保、医療と介護の連携・機能分担及び整

合性、低所得者対策の在り方、報酬体系

の簡素化など、介護サービスのあるべき

方向性を踏まえ、検討を行っていくこと

が必要である」としています。

その上で 「①今回の介護報酬改定が介護従事者の処遇改善につながっているかという点について、

の検証を適切に実施すること、②介護サービスの質の評価が可能と考えられる指標について検討を行

うこと、③介護サービス事業者がより効率的かつ効果的なサービス提供を行うことができるよう、引

き続き検討を行うこと。特に平成 年度及び今回の介護報酬改定で新たに導入された各種サービス18
について、その効果、効率性及び普及・定着の度合い等を把握した上で、より効果的なサービスの在

り方について検討を行うこと、④介護事業経営実態調査等の調査手法の設計や調査結果の検証を行う

場を設けること、⑤今回の介護報酬改定後の事業者の経営状況にかかる調査を踏まえ、補足給付や介

護サービス情報の公表制度について必要な検討を行うこと」が今後、対応を着実に行うことが求めら

れる具体的な事例として示されています。

その他 「認知症に関する脳科学や精神医学の成果と現場の知見を結集して、認知症高齢者等への、

介護サービスがより一層適切かつ十分に行えるよう研究・検討を迅速化し、それを介護サービスに応

用する施策の充実を図ることが極めて重要である」としています。

また 「さらに、要介護者が自身の尊厳を保持しながら、その有する能力に応じ自立した日常生活、

を営むことができる環境条件を一層整備していくためには、介護保険によるサービスに加えて、医療

や地域における保険外の様々なサービスを適切に組み合わせて、利用できるような体制作りが求めら

れる。したがって、介護報酬の在り方につては、利用者の視点に立った上で、サービス種別毎の検討

に加え、現行サービス種別の枠を超え、望ましい地域包括ケアシステムの構築という観点からも検討

されるべきものである。今後の介護報酬改定については、こうした視点も踏まえた総合的な検討を行

（終了）うこととする」と、今後の介護保険制度の方向性が明示されました。



お問い合わせは 「介護ウェーブ推進本部」事務局：山平・名波まで、

TEL 03-5842-6451 ／ FAX 03-5842-6460 ／ E-mail min-kaigo@min-iren.gr.jp

「 」 （ ）介護労働者の処遇～介護保険制度の充実を求める意見書 渋谷区議会本会議全会一致で採択 東京
渋谷社保協の他、６１団体で請願した「介護労働者の処遇改善をはじめ介護保険制度の抜本的改善

を求める意見書提出に関する請願」が、１２月５日、区の福祉保健委員会で採択されました。９日の

本会議では賛成１５（民主６、共産６、フォーラム２、東区議１ 、反対１８で不採択となりました）

が、福祉保健委員会提出の「介護労働者～介護保険制度の充実を求める意見書」は、全会一致で採択

されました。

本会議で「介護労働者～請願」の反対討論にたった自民党前田和重区議は 『介護労働者の処遇改、

善は同意できるが 「介護保険制度は崩壊の危機で抜本改善が必要」の文言に対して、崩壊だという、

認識にはないので反対する』との論旨でした。

渋谷社保協福井会長は 「６０を超える住民の請願が、あえていえば選挙目当ての党利党略で不採、

択になったことは残念。しかし渋谷で現在もっとも切実な問題が、超党派で審議され、採択されたこ

とに自信を持とう。東京の１４の区

議会でこの問題での請願が出されて

いると聞く。渋谷の全会一致の意見

書提出が、他区の運動の後押しにな

ればと願っている。この力を 日14
の東京大集会に集中しよう」と発言

しました （渋谷社保協ニュース。

より）2008.12.10

日本経済新聞に東京都の

「 」介護保険剰余金400億円超

が取り上げられる
2008 12 12日本経済新聞（ 年 月

400日 に 東京都の 介護保険剰余金） 、 「

億円超」の記事が取り上げられまし

た。東京民医連の「介護財政パンフ

（介護保険料を上げなくても財源は

あります 」の「続き」ともいえる）

調査結果で、記事には「都は区市町

村が準備基金を取り崩せ

ば、 年度～ 年2009 2011
度の保険料は上がらず

年度～ 年度と2006 2008
同水準になるとみてい

る」とあります 「介護。

保険料を上げなくても財

源はあります」という東

京民医連の主張とまった

く同じです。

（ 年 月 日 東2008 12 12
京民医連事務局 及川正

彦さんより）


